（別紙様式４）

課題文「自らの経験をもとに仏教美術史研究にアーカイブが果たす役割と意義について述べたうえで、研究とアーカイブとの関係に関する将来的な展望、そして文化政策として期待されることについて具体的に論述しなさい。なお記述にあたって「アーカイブ」について自らの定義を提示すること。」（別紙様式４、PC作成可、4,000字程度）
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